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私がコーチトレーニングプログラムを学び始めたの
は2004年。たくさんのコーチングスキルのなかでも、
｢承認」のスキルは最もインパクトあるものでした。こ
のスキルを身に付け、おかげで人との関わりがぐんと
楽になりました。会社員時代の私は100％指示命令の
トップダウン型。いかほどかといえば、若手スタッフ
に「猪俣さんの言っていることは正しいけれど、私た
ちのこともわかってくれたっていいじゃないですか！」
「猪俣さんは機嫌がいいときだけ私たちをほめますよ
ね。」と涙ながらに訴えかけられるほどでした。当然で
すが、そんな私が周囲から理解されることもないわけ
で、孤独感でいっぱいでした。しかし、この「承認」
を学び、コミュニケーションに活かしていくことに
よって、周囲からの評価もがらりとかわりました。
さて、以下の内容は、私のコーチの森川里美さん

に教えていただいたものです。最初にこの話を聞いた
ときは、そのわかりやすさにとても感動しました。そ
んな感動とともにあなたにもお伝えしたいと思いま
す。
最初に「承認」の構造です。紙をご用意いただき、

そこに三角形を書いてください。その中に横の線を２
か所書きますと、３段のピラミッドになります。一番
下の段に、存在承認（声かけ）、真ん中は、変化・成
長承認（気がつく）、一番上に、成果承認（ほめる）と
書いてください。
ではそれぞれがどのような内容なのか紹介します。

■存在承認
何かをしなければ認められないのではなく、いてく

れるだけで嬉しい、あなたは私たちの大切な仲間、と
いう気持ちを込めて声かけをすること。例えば、日ご
ろの挨拶がそこに含まれます。
おはよう、○○さん。○○さん、お疲れさま。○
○さん、お先に失礼します。
○○さんの笑顔を見てるだけで元気になります。
ほっとします。やる気がでてきます。
○○さんとお話しができてよかった。楽しかったで
す。
ありがとう。／頼りにしています。
○○さんと結婚できてよかった。／あなたが私の子

どもで誇らしいよ。
相手のほうをみて話す、聴く態度／最後まで話を
さえぎらないで相手のペースを尊重して聴く態度

■変化・成長承認（気がつく）
髪の毛切った？　似合うね！／最近会社にくるの
が早くなったね。
報告を結論から話すようになった。わかりやすい
よ。
資料をつくるのが早くなったね。随分慣れてきた
ね。
お客様のニーズをキャッチできるようになってきた
ね。
目覚ましがなるとすぐ起きられるようになったね。

■成果承認
やったじゃない！／おめでとう！　頑張ったね。／
素晴らしいプレゼン（スピーチ）だった。
相手にあわせた品物選びが上手いね。／よくやり遂
げた。すごいよ。私にはここまでできない。
あなたのあの頑張りがあったからこそ、このプロ
ジェクトは上手くいった。あなたのおかげ。

最初はそれぞれの段階を区別しなくてもいいかと思
います。コミュニケーションはまずは質より量です。
だんだんと慣れてきたら、今の「承認」はどの段階か、
最近「存在承認」が足りてない、など区別できるよう
になってきます。また、三角形の形の通り、土台の部
分がたくさんあってこそ、初めて人は、変化・成長承
認も受けとりやすいし、ほめられても嬉しいもので
す。土台がなくて、変化・成長承認されると、「上か
ら目線」に感じられるかもしれません。ほめられても
「自分が期待する結果であれば、別に誰だっていいん
だろう。本当に私のことを気遣ってくれているわけ
じゃない。」と感じさせる場合もあるでしょう。
さて、ここまで読んでみていかがでしょうか？　あ

なたは誰にどのような「承認」をしようと思いますか？
私もあらためて意識してとりくんでみようと思いま
す。次回は、どんな成果が得られたのか、また、今ま
で他の方からうかがった成功事例もあわせてお伝えい
たします。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その34 「ほめてる」のになぜ変わらない？！
　　　　　　　　　     と思っているあなたへ
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